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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
この論文では、高力ボルト引張継手を橋梁用の鋼箱形断面部材の接合部およびトラス橋格点部に適用する際
に、設計上重要となる接合部・格点部の耐荷力および剛性の特性を明らかにすることを目的としている。 
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そこで、従来から一般に使われている高力ボルトＴ型引張継手でなく、箱形断面部材の接合部に適用するた
めに、今まで、ほとんど検討が行われていない高力ボルトＬ型引張継手を対象にして、その耐荷力および剛性
の特性をFEM解析および縮小供試体に対する載荷実験の両面から明らかにしている。 
次に、高力ボルトＬ型引張継手では、その構造の非対称性から、てこ現象が顕著になり継手面間に離間が起
こりやすく、継手部の防水性と錆の発生とが問題となる。これらの問題を解決するために、てこ反力の緩和と
防水性の確保を目的に継手面間にシール材を挿入した場合の耐荷力および剛性の特性をFEM解析によって明ら
かにしている。 
さらに、この高力ボルトＬ型引張継手を、引張力、曲げモーメント、およびせん断力が同時に作用する橋梁
用鋼箱形断面部材の接合部に使った場合の耐荷力および剛性の特性を、接合部の縮小供試体を用いて載荷実験
により明らかにしている。 
最後に、高力ボルト引張継手をトラス橋格点部に適用した場合、トラス橋格点部の製作・架設性の合理化に
つながる可能性があることを、格点部の縮小供試体に対する載荷実験により示唆している。 
以上のように、本論文は、高力ボルト引張継手から構成される橋梁用鋼箱形断面部材接合部およびトラス橋
格点部に注目し、様々な組合せ断面力作用下での接合部および格点部の力学的挙動を実験とFEM解析との両面
から検討することにより、これまでの高力ボルトＴ型引張継手のみを対象とした既往の研究成果をより発展さ
せており、新規性および有用性があると判断できる。このように、これらの研究成果は、橋梁工学をはじめと
し、構造工学の発展に寄与するところが大きいと考えられる。したがって、本論文の著者は、博士（工学）の
学位を受ける資格を有すると認める。 
